
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高３ 社会科 公民演習 ２ GA 

教科書・副教材 公共(数研出版)・倫理(清水書院) 

倫理用語集(山川出版)・完全 MASTER 倫理＋公共問題集 

 

科目の目標 

●要点を絞って公共の復習をしながら過去問にもふれ、実践的な力をつける。公共の復習と演習を終えてから、高２で学習を
終えている倫理の演習に入り、倫理は用語集をフル活用しながら、たくさんの問題のパターンにふれ、資料や図・グラフな
どの正確な読み取りを必要とする融合問題にも対応できる力をつける。 

 
●コンピテンシーについて 
・公民的な見方・考え方を用いて現代の諸課題を主体的に考察し、選択・判断することを通じ、独立した個人として生きてい
ける力を養う。 

・公民的な見方・考え方を用いて現代の諸課題を主体的に考察し、選択・判断することを通じ、社会に有為な行動をとれる姿
勢を養う。 

・歴史的背景に留意しながら社会的な見方を用いて資料を読解する力を向上させ、情報を適切に処理する力をつける。  

・歴史的・社会的な見方を用いて様々な概念を多面的・多角的に考察し、分析できる力をつける。  

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

選択・判断の手がかりとなる概念
や理論および倫理・政治経済など
に関わる現代の諸課題について理
解している。 

諸資料からさまざまな情報を適切

に読み取り理解することができる。 

現代の諸課題について、事実をもと

に概念などを活用して多面的・多角

的に考察したり、解決に向けて公正

に判断したり、合意形成や社会参画

を視野に入れて表現することがで

きる。 

国家および社会の形成者となり、よ

りよい社会の実現を視野に、現代の

諸課題を主体的に解決しようとす

る見解を持ち、表現することができ

る。 

評価の方法 

・定期考査 

・パフォーマンス課題 

など 

 

・定期考査 

・リフレクション 

・パフォーマンス課題 

など 

・レポートなど 

・リフレクション 

・パフォーマンス課題 

など 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

❶基本的人権の尊重と法 6 上記の通り 

❷現代の民主政治 6 

❸現代の経済社会 6 

２ 

学 

期 

❹現代に生きる自己の課題 5 

❺人間としての自覚 5 

❻現代をかたちづくる倫理 5 

❼国際社会に生きる日本人の自覚 4 

❽現代における諸課題の探究 4 

３ 

学 

期 

問題演習  

 

 

 

 

 


